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1) 世界全体の長期目標として、産業化以前
からの気温上昇を２度以内に抑制する
2) 先進国は2020年までの削減目標（中期目
標）を、途上国は削減行動を2010年１月31
日までにそれぞれ提出する
3) 締約国の行動はＭＲＶ（測定、報告、検
証）可能なものとする
4) 先進国は共同で2010〜2012年の間に300
億ドルの支援を行い、2020年までに年間
1000億ドルの資金動員目標を約束する
5) 2015年までに合意の実施状況を評価する

２．パリ協定のエッセンスとコペンハーゲンとの比較

１）世界共通の長期目標として２°Cより十分低
くするのみならず１．５°C目標も検討

２）主要排出国を含むすべての国が削減目標
(NDC)を５年ごとに提出・更新する

３）共通かつ柔軟な方法でその実施状況を報告し、
レビューを受ける

４）市場メカニズムの活用

５）適応の長期目標の設定及び各国の適応計画プ
ロセスと行動の実施

６）先進国が引き続き資金を提供することと並ん
で途上国も自主的に資金を提供

７）2023年から５年ごとに世界全体の状況を把
握する仕組み 2
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Art. 4 MitigationArt. 4 緩和措置

メカニズムArt. 6

Art. 7 適応

透明性の確保Art. 13

NDC
features

4.12 Mitigation  
registry

6.2 CAs 6.4 SDM 6.8 NMAs

7.10 adaptation  
communication

7.12 adaptation  
registry

4.10 Time  
frame

Art. 9 資金 9.5 ex ante info 9.7 ex post info

13.2 flexibility due to capacity

世界の実施状況の検討Art. 14 Format and timing

３．COP24で検討されたパリ協定実施細則
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